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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】モーター保護装置の構造を提供する。
【解決手段】主にモーター外ケース１１で構成するモー
ター保護装置の構造であり、モーターがベストな保護効
果を具有する。モーター外ケース１１は一つの保護ケー
ス２０を設けて覆う。該保護ケース２０の内部は、複数
本の間隔を開けて排列するリブ２１、溝２２を具有し、
耐力強度が増す効果を形成する。よって、強大な外力に
よる衝撃でもモーター外ケース１１がダメージを受ける
ことがない。また、保護ケース２０によって外ケース１
１は完全に密封するため、水中での使用は水の浸入を防
止し、水、電気のある環境での使用では、過度の低温に
よりモーターの作動に影響を及ぼすことがないため、ベ
ストな実用効果を具有する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　モーター外ケースを含み、
　該モーター外ケースは一つの保護ケースを設けて覆い、該保護ケースは耐力強度が大き
いプラスティック材料で作られ、該保護ケースの内部は、複数本の間隔を開けて排列する
リブ、溝を具有することを特徴とするモーター保護装置。
【請求項２】
　前記保護ケースはモーター本体に螺合し、該保護ケースとモーター本体の間に、漏れ止
めワッシャーを設け、水が保護ケースに浸入するのを防止することを特徴とする請求項１
記載のモーター保護装置。
【請求項３】
　前記該保護ケースの後端に凸部を具有し、電線を通し、且つ一つの漏れ防止ブロックを
設けて凸部に組合せることで、凸部が通る電線の部分は水が浸入するのを防止することを
特徴とする請求項１記載のモーター保護装置。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は一種のモーター保護装置の構造に関し、モーターの外部に保護装置を具有する
ことで、比較的大きな外力による衝突に耐えることができ、水が染み入るのを防止するモ
ーター保護装置の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術のモーター構造の殆どは、一つのモーター本体に外ケースを具有して覆うよう
に設けるのが多く、該外ケースの殆どが金属ケースを採用する。該外ケースを介して内部
のコイルを守り、人員がコイルに誤って接触するのを防止する。上述の構造は、確かに下
記の欠点が存在する：(１)衝撃を受けた際、金属外ケースは凹む問題があり、内部のコイ
ルを破壊するほど凹むこともある。(２)外ケースは防水の効果を具有しないため、水或い
は外物による侵入問題があり、水中での使用は不適切である。(３)水と電気のある環境で
使用する場合、該金属外ケースは低温を伝導しやすく、モーターの作動に影響を及ぼす。
(４)金属外ケースは腐蝕性の化学物質によって浸食される。
【０００３】
　また、従来技術の「浸水モーター」の金属外ケースは、モーターを密閉するコイルを呈
し、水が入るのを防止することができるため、水中で適用する。但し、尚も下記の欠点が
存在する：(１)衝撃が加えられた場合、その金属外ケースは尚も凹み、漏れ防止効果が無
くなる。(２)水と電気のある環境で使用する場合、金属外ケースは尚も低温を伝導しやす
く、モーターの作動に影響を及ぼすなどを鑑みて、更なる改善が必要であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開2006-161708号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記公知構造の欠点を解決するため、本考案はモーター保護装置を提供することを主な
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本考案はモーター保護装置の構造を提供するものである。
モーター外ケースに一つの保護ケースを設け、該保護ケースは一つの漏れ止めワッシャー
と合わせてモーター本体に螺合し、及び外ケースを包むことで、水の浸入を防止する密封
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効果を形成する。また、該保護ケースの内部は、複数本の間隔を開けて排列するリブ、溝
を具有するよう設ける。該保護ケースは耐力強度が大きいプラスティック材料で作られる
ため、強大な衝撃を受けても破裂せず、低温が外ケースに伝わるのを遮断し、水と電気の
ある環境でも適用する。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案の構造により、強大な外力による衝撃でもモーター外ケースがダメージを受ける
ことがない。また、保護ケースによって外ケースは完全に密封するため、水中での使用は
水の浸入を防止する。水、電気のある環境での使用では、過度の低温によりモーターの作
動に影響を及ぼすことがないため、本考案はベストな実用効果を具有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案の構造立体分解図である。
【図２】本考案の組合立体図である。
【図３】本考案の組合側面断面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
以下、本考案の構造と特徴および効果を、最良実施例と図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【実施例】
【００１０】
　図１、図２及び図３に示すように、一つのモーター外ケース１１は一つの保護ケース２
０を設けて覆う。該保護ケース２０はネジ１３を使ってモーター本体１０に螺合し、該保
護ケース２０とモーター本体１０の間に、漏れ止めワッシャー１２を設け、該保護ケース
２０は耐力強度が大きいプラスティック材料で作られる。該保護ケース２０の内部は、複
数本の間隔を開けて排列するリブ２１、溝２２を具有するよう設ける。該保護ケース２０
の後端に凸部２３を具有し、電線２４を通し、且つ一つの漏れ防止ブロック２５を設けて
凸部２３に組合せ、密封を形成し、水の浸入を防止する。
【００１１】
　上記の装置、構造により、下記の効能とメリットが得られる：
【００１２】
　(１)モーター外ケース１１の外周に保護ケース２０を具有して覆って保護する。よって
、腐蝕性のある化学物質が直接外ケース１１を腐蝕するのを防止することができるほか、
衝撃を受け止められ、外ケース１１がベストな保護効果を得られるようにしている。
【００１３】
　(２)該保護ケース２０に複数本のリブ２１を設けることで、保護ケース２０は耐力強度
が増し、強大な衝撃を受けても破裂しにくい。
【００１４】
　(３)該保護ケース２０に複数本の溝２２を設け、保護ケース２０と外ケース１１の間に
隙間ができ、低温がモーター外ケース１１にまで伝導するのを遮る。よって、水と電気の
ある低温の環境において、モーターの作動に影響する低温をベストな方法で防止すること
ができる。
【００１５】
　(４)保護ケース２０とモーター本体１０の間に、漏れ止めワッシャー１２を具有し、水
の浸入を防ぐため、水中でも適用する。
【００１６】
　保護ケース２０の後端に凸部２３及び漏れ防止ブロック２５を具有することで、電線２
４の部分でも水が浸入するのを防止することができる。
【符号の説明】
【００１７】



(4) JP 3206099 U 2016.9.1

10

１０　モーター本体
１１　外ケース
１２　漏れ止めワッシャー
１３　ネジ
２０　保護ケース
２１　リブ
２２　溝
２３　凸部
２４　電線
２５　漏れ防止ブロック

【図１】 【図２】

【図３】
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